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も
困
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

町
長
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
31
日
で
終
了

と
な
る
の
は
、
訪
問
介
護
事
業
・

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
・

地
域
生
活
支
援
事
業
の
３
つ
で
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
は
継
続
さ

れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
に
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中

心
に
利
用
者
が
困
ら

な
い
よ
う
新
し
い
事

業
所
へ
引
き
継
ぎ
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
方
は
、

今
ま
で
同
様
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
い
た
だ

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
長
年
、

介
護
保
険
事
業
を
実
施
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
・
訪
問
介
護
事
業
・
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
地
域
生
活
支

援
事
業
が
平
成
31
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
す
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
者
が
増
え
続
け
る

中
で
の
事
業
終
了
は
、
町
と
し
て

居
宅
介
護
支
援
事
業
は
継
続

問

福
祉町

の
社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て

三角 栄重  議員

答弁中の平松町長

答
平
松
町
長

け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
紹

介
し
ま
す
。

　
次
に
高
齢
者
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備

事
業
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
生
活
支
援
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
生
活
支
援
の
担
い

手
の
育
成
・
発
掘
・
地
域
資
源
の
開

発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
い
、

地
域
住
民
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
日
常
生
活
上
必
要
な
支
援
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
社
会
参
加
型
の
、
高
齢

者
を
は
じ
め
み
ん
な
が
須
恵
町
の

運
営
者
だ
と
い
う
意
識
改
革
も
含

め
た
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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択
し
て
い
ま
す
。
町
長
の
核
兵
器

廃
絶
国
際
署
名
、
小
中
高
生
の
広

島
・
長
崎
代
表
者
派
遣
等
、
平
和

運
動
を
糟
屋
郡
の
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
推
進
す
べ
き
で
す
。

　
本
町
の
教
育
方
針
は
、
自
分
に

誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
共
に
助
け

合
い
、
お
た
が
い
を
尊
重
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
平
和
教
育
を
進

め
る
意
義
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
全
世

界
の
死
傷
者
は
６
０
０
０
万
～

８
５
０
０
万
人
、
広
島
の
原
爆
死

傷
者
は
56
万
人
、
長
崎
は
37
万
人

近
く
と
言
わ
れ
、
戦
後
73
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
な
お
１
万
数
千
発
の
核
兵
器
が

あ
り
核
戦
争
に
よ
る
人
類
滅
亡
の

危
機
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
昭
和
60
年
田
原
町
長

時
、
非
核
宣
言
都
市
の
請
願
を
採

昭
和
の
時
代
か
ら
す
で
に
実
施
中

問

教
育

児玉 求  議員

　
本
町
は
、
昭
和
60
年
６
月
議
会

に
お
い
て「
非
核
都
市
宣
言
」の
請

願
を
採
択
し
、
議
会
と
し
て
議
決

さ
れ
、
非
核
宣
言
自
治
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
４
月
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
国
際
署
名
に
つ
い
て「
非
核

の
政
策
を
求
め
る
福
岡
県
の
会
」

「
福
岡
県
原
水
爆
禁
止
協
議
会
」

「
福
岡
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
」の
連
名
で
各
自
治
体
首
長
あ

て
に
依
頼
文
書
が
送
付
さ
れ
、
こ

の
趣
旨
に
賛
同
し
町
長
名
で
提
出

し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
小
中
高
生
の
広
島
・
長

崎
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
本
町

で
は
早
く
か
ら
３
つ
の
小
学
校
と

も
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
長
崎

へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
安
全
平
和
学
習
と
し
て
教
育

問
題
と
と
ら
え
、
小
学
校
教
育
の

中
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
等
は
、

昨
年
８
月
14
日
か
ら
25
日
の
間
、

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
に
て
原
爆
被
害

者
の
会
須
恵
支
部
の
依
頼
に
よ
り

原
爆
写
真
展
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
校
教
育
や
社
会
教
育

の
中
で
普
及
啓
発
を
し
な
が
ら
こ

の
問
題
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組

ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
平
松
町
長

須
恵
町
か
ら
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
運
動
を
小
中
高
生
に
伝
え
よ
う
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